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７
，

４
０

０
７

２
，

９
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０

①
と
②
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比

（
①

／
②

）
０

．
２

５
０

．
３

０
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．
３

４

全
炉

心
内

の
ジ
ル

コ
ニ
ウ
ム
量

と
格

納
容

器
の

体
積

滝
谷

紘
一

「
加

圧
水

型
原

発
の

溶
融

炉
心

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
相

互
作

用
と
水

素
爆

発
に
対

す
る

対
策

は
新

規
制

基
準

に
適

合
し
て
い
な
い
」
（
『
科

学
』
2
0
1
5
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号
）
を
基
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溶
融

炉
心

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
相

互
作

用
（
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｉ）
に

つ
い

て
 

溶
融

炉
心

と
コ

ン
ク

リ
ー

ト
の

相
互

作
用

（
M

C
C

I：
M

o
lt
e
n
 C

o
re

 C
o
n
c
re

te
 I

n
te

ra
c
ti
o
n
）
に

関
し

て
は

、
国

内
外

に
お

い
て

現

象
の

解
明

や
評

価
に

関
す

る
多

く
の

活
動

が
行

わ
れ

て
き

て
い

る
が

、
現

在
に

お
い

て
も

研
究

段
階

に
あ

り
、

ま
た

、
実

機
規

模
で

の
現

象
に

つ
い

て
ほ

と
ん

ど
経

験
が

な
く
、

有
効

な
デ

ー
タ

が
得

ら
れ

て
い

な
い

の
が

現
状

で
あ

り
、

不
確

か
さ

が
大

き
い

現
象

で

あ
る

と
言

え
る

。
 

こ
の

分
野

は
複

雑
な

多
成

分
・
多

相
熱

伝
達

現
象

で
あ

り
知

見
が

不
十

分
で

あ
る

こ
と

、
ま

た
直

接
的

な
実

験
例

が
少

な
い

こ
と

か
ら

、
今

後
も

継
続

し
て

検
討

を
進

め
、

知
見

の
拡

充
に

努
め

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

考
え

ら
れ

る
。

 

出
典

：
北

海
道

電
力

・
関

西
電

力
・
四

国
電

力
・
九

州
電

力
「
重

大
事

故
対

策
の

有
効

性
評

価
に

係
る

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
解

析
コ

ー
ド

に
つ

い
て

」
 

2
0
1
4

年
4

月
3

日
、

原
子

力
発

電
所

の
新

規
制

基
準

適
合

性
に

係
る

審
査

会
合

資
料

か
ら

抜
粋

  

溶
融

炉
心

・
コ

ン
ク

リ
ー

ト
相

互
作

用
（
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｉ）
に

関
す

る
 

解
析

コ
ー

ド
Ｍ

Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｏ

Ｒ
と

Ｍ
Ａ

Ａ
Ｐ

の
相

反
す

る
特

性
に

つ
い

て
 

「
Ｍ

Ｃ
Ｃ

Ｉに
関

し
て

言
う

と
、

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｉは

極
め

て
特

殊
な

現
象

で
、

と
い

う
の

は
、

代
表

的
な

シ
ビ

ア
ア

ク
シ

デ
ン

ト
解

析
コ

ー
ド

の

中
で

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｉに

対
す

る
解

析
結

果
と

い
う

の
は

極
め

て
大

き
く
割

れ
る

、
不

確
か

さ
の

大
き

な
現

象
で

す
。

例
え

ば
、

事
業

者
が

用

い
て

い
る

Ｍ
Ａ

Ａ
Ｐ

［
マ

ー
プ

］
（
モ

ジ
ュ

ー
ル

事
故

解
析

プ
ロ

グ
ラ

ム
）
と

い
う

解
析

コ
ー

ド
の

中
で

は
、

デ
コ

ン
プ

と
い

う
モ

ジ
ュ

ー
ル

が
使

わ
れ

て
い

ま
す

け
れ

ど
も

、
デ

コ
ン

プ
で

は
、

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｉと

い
う

の
は

、
ご

く
ざ

っ
く
り

と
言

う
と

、
始

ま
っ

た
ら

全
部

止
ま

る
と

い
う

よ

う
な

解
析

結
果

を
与

え
ま

す
。

一
方

、
Ｎ

Ｒ
Ｃ

が
作

成
し

た
Ｍ

Ｅ
Ｌ

Ｃ
Ｏ

Ｒ
［
メ

ル
コ

ア
］
と

い
う

解
析

コ
ー

ド
に

は
コ

ル
コ

ン
と

い
う

モ
ジ

ュ

ー
ル

が
入

っ
て

い
ま

す
け

れ
ど

も
、

コ
ル

コ
ン

で
解

析
す

る
と

、
一

旦
始

ま
る

と
終

わ
ら

な
い

と
い

う
解

析
結

果
を

与
え

ま
す

。
こ

れ

は
シ

ビ
ア

ア
ク

シ
デ

ン
ト

の
解

析
を

行
っ

て
い

る
技

術
者

、
研

究
者

の
間

で
は

定
説

で
は

あ
り

ま
す

け
れ

ど
も

、
ど

ち
ら

も
両

極
端

の

結
果

を
与

え
る

の
で

、
実

際
問

題
と

し
て

は
、

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｉに

つ
い

て
は

工
学

的
判

断
に

基
づ

い
て

判
断

を
下

す
の

が
状

況
で

あ
っ

て
、

解
析

コ
ー

ド
の

成
熟

度
が

Ｍ
Ｃ

Ｃ
Ｉを

取
り

扱
う

よ
う

な
レ

ベ
ル

に
達

し
て

い
る

と
い

う
判

断
に

は
あ

り
ま

せ
ん

。
」
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発
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抜
粋

 
 

2
0
1
5
年
4
月
2
3
日
　
衆
議
院
原
子
力
問
題
調
査
特
別
委
員
会
配
布
資
料
②

日
本
共
産
党
　
　
藤
野
　
保
史

2



＊
格

納
容

器
内

で
水

素
濃

度
が

１
３

％
を

超
え

る
と

水
素

爆
轟

ジ
ル

コ
ニ

ウ
ム

の
反

応
量

大
飯

原
発

３
号

機
・
４

号
機

（
全

炉
心

に
含

ま
れ

る
ジ

ル
コ

ニ
ウ

ム
の

反
応

量
の

割
合

）
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発
３

号
機

・
４

号
機

７
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％
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（
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約
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７
％

約
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５
％
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２
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８
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８
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場
合

（
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Iに
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応
量

の
不

確
か
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％
を

考
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し
た

場
合

）
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計

算
な

し
）

約
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２
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３
％
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．

７
％
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・
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コ

ン
ク
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ト
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用
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略
赤

字
は

審
査

書
、

設
置

変
更

許
可

申
請

書
に

記
載

が
な

く
推

算
値

滝
谷

紘
一

「
検

証
・
高

浜
審

査
書

(案
）
：
水

素
発

生
量

の
評

価
を

川
内

審
査

よ
り

緩
め

て
爆

発
防

止
基

準
に

適
合

と
す

る
判

断
は

認
め

ら
れ

な
い

」
（
『
科

学
』
２

０
１

５
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３
月

号
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原
発
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